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令和３年度 南方コミュニティ運営協議会「お天気防災教室」

とめプラザ活動NEWS

歴史的・文化的に価値ある地域の民俗芸能（民俗行事、
民俗音楽を含む。）・民俗技術（伝統的製作技術、衣食
住に関わる生活技術、伝統工芸を含む。）の継承のため
の諸活動、特に後継者育成に必要な技能習得のための
諸活動への支援を行います。
●助成対象　
　①地域の民俗芸能への助成
　地域の民俗芸能の継承、とくに後継者育成のための
　諸活動に努力している個人または団体
　②地域の民俗技術への助成
　地域の民俗技術の継承、とくに後継者育成のための
　諸活動に努力している個人または団体
●助成金額
　①地域の民俗芸能への助成　70 万円を限度
　②地域の民俗技術への助成　40 万円を限度
●募集締切　2022 年 1 月 31 日（月）
●連絡先
　公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団
　TEL　03-3349-6194
　HP　 https://www.meijiyasuda-qol-bunka.or.jp/

令和４年度 明治安田クオリティオブライフ文化財団
地域の伝統文化保存維持費用助成

宮城県内で様々な社会貢献活動を行っている組織・団体
等への助成をとおして、宮城県を「誰もが安心して暮ら
せる地域」にしていくことに寄与します。
●対象となる事業
　宮城県内で取り組まれる「営利を目的としない社会貢
　献活動」を対象とします。
●対象団体
　①公益を目的とし、宮城県内に活動拠点があり、原則と
　して１年以上活動している組織・団体とします。なお、
　活動 1 年未満であっても、申請書類一式を準備できる場
　合は応募することができます。
　②代表者・所在地、組織や事業の運営の重要事項が定まっ
　ている組織・団体とします。申請団体の法人格の有無は
　問いません。
●助成金額　原則として１組織・１団体 30 万円が限度
●募集締切　2022 年１月 31 日（月）
●連絡先　　みやぎ生協 生活文化部内
　　　　　　みやぎスマイル基金事務局
　TEL　　022-218-3880
　HP　　 https://www.miyagi.coop/coop-smile/

助成金情報

登米市地域おこし協力隊　新隊員のご紹介︕

宮城県内における地域福祉の向上を目指し、福祉活動に
関わる地域住民・民間団体の自主的・非営利的で継続的
な地域活動や研究活動を支援および育成することを目的
としています。
●対象となる事業
　上記の目的を達成するために必要な民間団体および
　ボランティアグループ・個人による、非営利の事業
●対象となる団体・個人
　宮城県内で活動している団体およびグループ・個人で、
　組織や事業の運営についての重要項目が決められてお
　り、代表者および所在地が決まっているもの（法人格
　の有無は問いません）
●助成金額
　原則として 50 万円を限度
●募集締切
　2022 年 1 月 20 日（木）
●連絡先　みやぎ生協 生活文化部 地域活動推進課
　TEL　　022-218-3880
　　　　  （月～金 9:30 ～ 18:00 祝日を除く）　
　HP　　 https://www.miyagi.coop/

COOP トリプルカード みやぎスマイル基金みやぎ生協福祉活動助成金
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開催した講座・事業のご紹介︕

　地域おこし協力隊とは、都市部の方に移住してもらい、都市部の視点や感覚を生かした地域資源の掘り起こしや情報発信などの活動に従事しながら、地域への定住と
定着を目指す取組です。今回は登米市まちづくり推進部観光シティプロモーション課に所属する観光支援員の志田隊員をご紹介します。

勤務地 / 登米市まちづくり推進部 観光シティプロモーション課

　12 月５日（日）、登米市南方農村環境改善センターにおいて、昨今多発している異常気象や災害から自分や家族を守るための
ポイントを学ぶことを目的に、「お天気防災教室」（南方コミュニティ運営協議会［中央地区・西郷地区・東郷地区］主催、とめ市
民活動プラザ共催）を開催しました。
　災害時の避難方法や気象情報、気象病などのクイズもあり、参加者が考えながら学ぶことができました。また、南方地区のハ
ザードマップを使用して、浸水想定区域などの危険個所について解説をしていただいたほか、自然災害時（雨・台風）の避難のタ
イミングや、自分に合った避難情報の取得方法など、災害時の備えについても再確認する機会にもなりました。

　そのほか、「自助・共助・公助」連携による防災力の向上に併せ、災害時には「近助」も加えて、向こう三軒
両隣で助け合う「互近助」が大事であると話され、日ごろからのコミュニケーションが大切になることを確
認しました。参加者全員には、非常食のプレゼントもあり、楽しく防災への意識を高める講座となりました。

「NPO 交流会（子ども支援団体等）」
　12 月 11 日（土）、「NPO 交流会（子ども支援団体等）」を開催し、登米市内で主に子ども支援活動をしている団体の皆さんが
参加しました。
　交流会では、「登米市まちづくりに関する中学生アンケート調査」の結果について情報提供をし、市内の中学生が想い・考えて
いることなどを共有。併せて直近の国勢調査による子ども世代の人口減少・構成比の変化についても確認をしていただきまし
た。また、子どもたちのためにどんなことが必要・大切かなどについて意見交換をし、快適で利用したくなる住民参画による図
書館構想や、新たなイベントについてのアイディアも膨らみ、「こんなことをしてあげたい」という意見
が多数あがりました。
　さっそく二回目の交流会の日程も決め、子ども支援団体が一緒に取り組む新たな事業や、子どもたち
のための魅力ある登米市のまちづくりについて検討するなど、大切な意見をまとめていく予定です。

講師︓おてんきぼうさい☆ラボ
　　　気象予報士、防災士、宮城県防災指導員
　　　　木立　芳行　氏
　　　防災士
　　　　若生　　彩　氏

非常食のプレゼント

住所　  登米市迫町佐沼字中江二丁目 6 番地 1　　TEL　 0220-23-7331
SNS　➡ Facebook 【志田敏典】で検索︕　/　Twitter【@TomeKankoOkoshi】　/　Instagram【tomecity_kanko_okoshi】

Facebook Twitter Instagram

　観光支援員の主な業務は、農山ツーリズムやインバウンド事業の推進、地域資源を活用した観光ビジネスの開発など多岐にわたっています。ほ
かにも NHK 連続テレビ小説「おかえりモネ」の展示会場の運営や、「登米市を知ってもらい、行ってみたい」と思ってもらえるよう SNS による情報
発信にも日々取り組まれています。また、新たに志田隊員はワーケーションを企画しており、仕事とアクティビティを体験してもらうことで、登米

市の違った魅力の掘り起こしにつながるよう、システムづくりをしていきたいとのことです。
　任期終了後も登米市に定住して起業を目指されるようで、観光で地域を活性化できるような地域プロデューサーを担い、「人とのつながりを大切にし、地域に 100 年残る
仕事をしたい」と意気込みを話されました。持続可能な発展のために市民一人一人が多様な視点やアイディアを受容する柔軟さをもつことが肝心と思われます。今後の活躍
が益々期待されます︕

き だち　　よしゆき

ご きんじょ

志田　敏典さん

（新潟県上越市出身）
 2021 年９月着任

し　 だ　　　とし のり

Profile

A.のどかで時間がゆっくり感じますし、白鳥が身近に見られるのにも感動しました。

　また、 キャンプ場や公園が多く、 休みには子どもたちと楽しんでいます。

　もちろんお米もおいしいです！
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Q. 登米市の印象は︖ 「登米市の協力隊パンフレット」

　協力隊、それぞれの

  活動内容を知ることが

  できます！

わ こう　　　　あや

きんじょ


